
 

 

 

 

 

 
 

 子どもたちは、暑さにも負けず、元気に学校に登校し、笑顔で毎日を過ごしています。

プールが本格的に始まり、プールの授業がある日を子どもたちはとても楽しみにしていま

す。引き続き熱中症対策などをしっかり行いながら教育活動を行っていきたいと考えてい

ます。  

保護者の皆様におかれましては、登校前の健康観察やお茶をたくさん持たせていただく

などのお子様の体調管理にご協力をいただければ幸いです。 

 

 

６月 14 日(金)、５年生が田んぼの草取りを体験し 

ました。 

５月の GW 前に田んぼに苗を植え付けましたが、 

それから１か月余りたった田んぼには、雑草がうっ 

そうとしげっていました。 

雑草が土の栄養分を吸収し、稲にまわらないとお 

いしいお米が実らないので、まちづくり協議会の方 

々に草取り機械の使い方も教えてもらいながら雑草 

を取りました。ぬかるんだ田んぼの中での作業は大 

変でしたが、無事に雑草を取ることができました。 

今回、雑草を取りましたが、収穫までにまた、た 

くさんの雑草が生えてきます。本当ならば時期を見 

て再度雑草を取る必要があるのですが、まちづくり 

協議会のボランティアの方々に管理はお願いするこ 

ととなります。 

自分たちが食べているお米は、本当に手間をかけ 

て育てていただいていることを実感し、毎日の食事の時にはお米などの食べ物を残さず、

おいしくいただきましょう。秋にはおいしいお米がとれるのを楽しみにしています。 

 

 

１･２年生は、生活科の授業の一環でお花や野菜を育てています。 

１年生はあさがおを、２年生は、キュウリ、なすび、ミニトマト 

といった夏野菜を育てています。また、今年はさつまいもの苗を植 

えました。毎日、水やりなどのお世話をし、授業では観察を行いな 
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がら、きれいな花が咲いたり、野菜が成長し、収穫したりすることを楽しみにしています。 

この時期には、ある程度成長し、つぼみができたり、小さい野菜がついてきたりしてい

ます。つぼみや小さい野菜がどんなところにどうやってついているかなど、詳しく観察し、

スケッチできるといいですね。もう少し成長したらきれいな花が咲き、大きな野菜が実り

ます。お世話をしながら、どんな花が咲くのか、どれくらいの大きさのきゅうりやなす、

ミニトマトが収穫できるのかを想像して楽しみに待ちましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 加佐登小学校の子どもたちは運動場でよく運動し、よく遊びます。業間や昼休みに 

先生方と一緒にドッジボールや鬼ごっこなどをする姿を見ているととても温かい気持 

ちになります。 

また、放課後も子どもたちは学校が大好きで、運動場を遊び場として友だちと元気 

 に遊んでいる姿を見るとほほえましく感じるとともにこころがホッコリします。 

 昨年度もお願いしたところですが、運動場にお菓子の包み紙や空になったペットボ 

トルなどのごみが目につくようになってきています。学校に登校してきた児童が「お 

菓子のごみが落ちていたよ。」「たばこの吸い殻が落ちとった。」と職員室に届けてく 

れることもしばしばあり、子どものその行いは、「校内をきれいしよう」という素直 

な気持ちの表れであり、素晴らしい行いだと思い、子どもたちに対して「ありがとう」 

と感謝の気持ちでいっぱいになります。反面、ごみがあることについては、残念で悲 

しい気持ちになることもあります。 

 学校はさまざまな学習を行う場と考えています。放課後の運動場は、学校管理下で 

はありませんが、地域の公園と同じと捉え、遊びを通じて、公共の場を使うときのマ 

ナーを身に付ける大事な場と考えています。 

 もし、子どもたちが運動場で遊ぶときにお菓子などを持参するようなことがありま 

したら、学校でも子どもたちに指導を行っていきますが、お家の方でも「ごみは持ち 

帰ってくるんだよ～」と一声かけていただけると幸いです。 

みんなが使う場所（公共の場）だからこそ、ひとりひとりが 

自覚を持って、より安全に、よりきれいに使っていただけると 

子どもだけでなく大人も安心して遊べる・集える場所になると 

考えます。そんな場所であって欲しいなぁとも思っています。 

地域の方々におかれましても、小学生だけでなく、中学生な 

どの子どもを運動場で見かけましたら、ひと声かけていただく 

など、ご協力いただければ幸いです。 

学校からのお願い ～ 運動場を使う際には ～ 


